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男 女

賛助

会員

3年間

不参加

合計

～29 0 1 1

30～34 0 0 0

35～39 1 2 3 3

40～44 1 0 1 2

45～49 2 1 1 3

50～54 0 2 2

55～59 2 4 3 6

60～64 12 2 1 7 15

65～69 24 8 1 12 33

70～74 24 5 7 29

75～79 12 3 5 15

80～ 7 0 0 7

年齢不明 9 7 2 10 18

合計 94 35 5 48 134

３．分析結果の考察と感想

  (1) データベースが一元化されていなかったので、正しく分析されているか不安である。

  (2) H23年度から1回も活動していない人(賛助会員を除く)が約4割もいた。今後の脱会員の予備軍と言える。

  (3) 平均年令が67.1才であり、3年後には70才を超えてしまう。この年齢構成が続くと動ける人が少なくなり、

      スポーツボランティアの要請が減少すると思われる。

  (4) 上記(2)、(3)項よりどの数値を見てもこのままでは数年後の存続が危惧される。

  (5) KSVB存続の課題は60才以下の会員を増やすことに尽きると思う。
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皆様お元気でのこととお慶び申し上げます。日ごろはボランティア活動にご協力いただきまして、誠に有難く厚く御礼申し上げます。
かながわ「ゆめ国体」（平成10年）を機にボランティアとして活動を始め、その後自主運営準備会を経て、県教育局スポーツ課から自主独立。スポーツボランティアとして、長い人は20年近くになろうかと存じます。お陰様でＮＰＯ法人となって9年になります。心から厚く御礼申し上げます。
先日もTOKYOマラソンが開催され、当かながわスポーツボランティアバンク「ＫＳＶＢ」の会員の方も活躍され心温まる思いがいたします。一方世界に目を向けますと、私たちにも感動を与えてくれたロシアのソチで開催された冬季オリンピック。成功の陰で活躍されたボランティアの力があったとお聞きしました。次に行われる冬季パラリンピックも大成功に終わることをお祈りしています。来る２０２０年の東京オリンピック、パラリンピック開催の協力、ボランティア参加めざし、日ごろの活動に参加し、頑張ってまいりましょう。ＫＳＶＢは何より皆様なくしては成り立ちません。何卒ご協力のほどお願い申し上げます。
　さて、　当「ＫＳＶＢ」の皆さまは、昨年5月の総会をはじめとして、情報誌、12月の「運営の現状報告と今後の運営についてのご協力とお願い」の連絡などで、既にご存知の通り必要経費を賄うのに四苦八苦しておりますのが現状です。１年をかけ、会費の値上げの検討や、事務所をなくして運営する方法等など、理事会で研究し充分検討してまいりました。一方、皆さまにも諸々投げかけてまいりましたし、仲間のＮＰＯ団体にも相談し、作業効率など熟慮に熟慮を重ねました。

そうして、かながわ県民サポートセンターの活用も検討を重ねていた矢先、昨年12月27日、『レターケース及びファックスの利用目的が個人情報云々』とレターケース利用に関する変更があり、利用困難と判断いたしました。その上で、総合的に考えて、現在の事務所が最適との結論に達しました。
今までも無駄な経費を使ってはおりませんが、理事、事務局員にさらなる無理をお願いし、事務局経費の大幅な削減をはじめとして、経費の削減に努力をしていく所存です。が、何分、収入源は、皆様からの年会費に、広告費、活動要請依頼先様からの協賛金です。それに若干の寄付で賄ってまいりましたが、来年度は、企業協賛金１５万円もなくなるため、運営がままならない状況です。
このままですと、出資者が現れない限り運営はできなくなります。この由緒ある、行政から独立した全国初のスポーツボランティア「ＫＳＶＢ」の灯を消さないためにも、皆様にご寄附のご協力をお願い申し上げます。寄付金は１口、1,000円とさせていただき、何口でも結構です。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。
尚、4月から消費税改定8％導入に伴う諸物価の値上がりに対応するため、年会費を2,160円とさせていただきますので、ご理解ご協力くださいますようお願い申し上げます。
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昨年の１２月に「運営の現況と今後の運営についてのご協力とお願い」を出させていただき貴重なご意見やご提案を頂戴しまして、ありがとうございました。１４名の会員から回答をいただきました。諸々理事会で検討した結果現状の事務所でいくと、理事長から報告がありましたが、アンケートの結果をお知らせいたします。
	
	登記事務所
	事務局員
	ご意見

	Ａ
	○（要相談）
	
	寄付を募る（１口1,000円）、会費3,000円

	Ｂ
	○
	△
	

	Ｃ
	
	○役員と事務局員の当番制
	年会費500～1,000円アップ

ＦＡＸの送信は件数が多いので無理だからＰＣが良い。
（22イベント×130人＝2,860通にもなる）

	Ｄ
	
	△
	

	Ｅ
	
	○

月、2～3回
	若い会員の入会が必用

会員との意見交換会が必用（年1回）

	Ｆ
	
	△ 10～15人の

ＦＡＸ送信は可能
	


＊役員応募者は無し

＊その他のご意見
・スタッフを増員する（営業マン）・積極的に営業活動をする（イベント情報の入手、県や市の行政への営業、会員のスキルアップの研修、経費削減）・役員はイベントに参加して。・シルバーセンターに会員募集を
する。・1～3カ月先までのボランティア参加計画表の作成（責任者の当番制）
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１．KSVB会員数推移 (総会資料より)

2003年

(H15)

2004年

(H16)

2005年

(H17)

2006年

(H18)

2007年

(H19)

2008年

(H20)

2009年

(H21)

2010年

(H22)

2011年

(H23)

2012年

(H24)

2013年

(H25)

389 306 248 219 179 173 158 141 130 123

127人

でｽﾀｰﾄ

入会員 － 7 6 2 27 10 7 8 6 4 13

脱会員 － 83 65 35 42 33 25 24 19 13 9

会員数

(更新数)
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ブンブンこま　　　　　　　　　　　　　　　　　ブンブンこま
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東日本国際親善マラソン　　　　　　　　　　　　　東日本国際親善マラソン

【平成２５年度の主な活動（協力活動含む）】
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今日、85年の歴史をもつ国民的運動、ラジオ体操が見直されています。全国いたるところで行われ、わずか3分05秒（第一体操）の中に、日常生活を維持する健康、体力向上に必要な運動要素が適宜に含まれています。ラジオ体操の歴史を知り、その効用を理解することにより、健康・体力づくりの一助としていただきたい。

①ラジオ体操の始まり

ラジオ体操のルーツは旧逓信省簡易保険局が制定した「国民保健体操」にまで遡ります。
大正12年(1923)、当時の簡易保険局監督課長、猪熊貞治が米メトロポリタン生命保険会社のラジオ体操の企画を知り、大正14年（1925）7月､日本でもラジオ放送による健康体操を実施し、日本人の体格向上のため、「老若男女を問わず」、「誰にでも平易にできる」、「如何なる場所でもできる」ラジオ体操放送開始を提唱しました。（当時のラジオの普及率3％、契約者数約34万件）
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そこで、逓信省簡易保険局が旧文部省等の協力の下に旧ラジオ体操第一を昭和3年（1928）に「国民保健体操」として制定し、日本放送協会のラジオ放送で広く普及しました。体操の内容も昭和26～27年(1951～1952)に「ラジオ体操第一・第二」として再構成、さらに、1999年9月、国連の「国際高齢者年」にちなみ、新たに「みんなの体操」が制定されました。現在では３つの体操が多くの方に親しまれ、年齢・性別・障がいの有無を問わず、すべての人々が楽しく安心してでき、誰でも気軽に実践できる運動として現在に至っています。
②ラジオ体操の歌

ラジオ体操の歌も初代、昭和6年（1931）7月、小川孝敏作詞、堀内敬三作曲、2代目、昭和26年（1951）9月、脇太一作詞、大中恩作曲、現在は3代目で昭和31年（1956年）9月、藤浦洸作詞、藤山一郎作曲、2008年4月から11月までは、歌の終了後に「ラジオ体操80年」というコールを期間限定で流していました。

③ラジオ体操の運動特性

ラジオ体操第一は、主に上肢を中心とした運動で、老若男女を問わず誰でもできることにポイントを置いた体操です。軽快なリズムに合わせて、体全体の筋肉や関節をバランスよく動かすことができます。

ラジオ体操第二は、体をきたえ筋力を強化することにポイントを置いています。筋肉や関節を柔軟にするダイナミックな運動が、血行を促進し内臓の働きを活性化させます。
④ラジオ体操の運動負荷と効果

[image: image24.emf]

運動の効果は体に負担（負荷）をどの様にかけるか、その程度

によります。簡単な測定方法は、心拍数あるいは脈拍数です。

「弱く行った動作」

「普通に行った動作」

「強く行った動作」では、

「強く行った動作」の心拍数が高く、運動効果が高まります。横浜市立大学体力医学教室の調査（1981年）によると、運動中（普通に行った動作）の心拍数の平均は120～130拍／分で、最高心拍数は156拍／分（11番目の両足で跳ぶ運動）でした。この平均の120～130拍／分は有酸素運動としてのジョギングの心拍数とほぼ一致します。さらに、第二体操は心拍数が高く出ます。

　しかし、運動中の心拍数は普段計ることは出来なく、運動直後の心拍数・大体120拍を目安に運動の強弱を図ってください。そのとき、運動前の心拍数との差、60～70拍／分になるように運動を実施してください。

したがってこの2つの体操に強弱をつけて行ったり、反復して行ったりすることは、体力づくりやウォーミングアップの向上につながります。
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⑤ラジオ体操の科目（13・8科目）
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⑥ラジオ体操の指導者（担当）







	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　神奈川県では、県民の皆さんが、運動やスポーツに親しみ、健康で明るく豊かな生活を                           送っていただくために、１1日30分・週３回・３ヶ月間 継続して運動やスポーツを行う 『3033運動』を推進しています。

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	意識的に身体を動かしてみましょう。続けて30分行うことが                      無理な人は、１回に10分の運動を合計して30分でも結構です。
	
	
	
	
	

	
	
	
	できれば、２日に１回行いましょう。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	継続することで、運動の効果が現れ、運動習慣も身に付きます。
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　あなたもウォーキング、階段の上り下りなどを行ってみてはいかがですか？
　3033運動であなたのからだがヨミガエル、ミチガエル、ワカガエル！
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◆役員の候補者について◆
今年の役員改選に伴い、役員に立候補する方は事務局に連絡をください。よろしくお願いします。
ＮＰＯかながわ
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平成２６年度会員継続とご寄附のお願い


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　小暮健雄











アンケート結果








長井さんの分析（会員 ＮＯ. １０１２７）








活動報告


























（1）第68回市町村対抗かながわ駅伝　 （2）秋じゃないけど収穫祭　　


（3）スポーツコミュニケーションデー　


（4）県民スポーツ週間スポーツフェスティバル　　　　　


（5）第４回シーサイド.トライアスロン八景島　


（6）第２７回NISSANCUP神奈川トライアスロン　


（7）第６８回国民体育大会関東ブロック大会総合開会式　


（8）第１回日産スタジアムトライアスロン　


（9）第１７回東日本国際親善マラソン　


（10）第１９回日本レクリェーション協会ラージボール卓球　


（11）第１８回人間塩出し昆布マラソン


（12）第６８回国民体育大会神奈川選手団結団式　


（13）第８回大磯ロングビーチファミリートライアスロン　  


（14）第６回川崎港トライアスロン　（15）大相撲横浜場所　    


（16）健康まつり　    （17）下水道ふれあい祭り　


（18）健康体力フェア２０１４　     （19）昔の遊具であそぼう


（20）横浜市長杯オープンダブルス卓球大会　


(21）2020オリンピック・パラリンピック東京大会誘致運動








シリーズ運動してますか？　完結編　　BY池田 尹雄 さん








ラジオ体操のすすめ





第二体操





第一体操





※第一、第二とも11番の心拍数が高い





全身をゆする運動 ８


腕とあしをまげのばす運動 16


腕を前から開き、まわす運動16


胸をそらす運動 16


からだを横にまげる運動 16


からだを前後にまげる運動 16


からだをねじる運動 16


片あしとびとかけ足あしぶみ運動 16


からだをねじりそらせて斜め下にまげる運動 16


からだを倒す運動 16


両あしでとぶ運動 12


腕を振ってあしをまげのばす運動 16


深呼吸の運動 16








のびの運動 ８


腕を振ってあしをまげのばす運動 16


腕をまわす運動 16


胸をそらす運動　16


からだを横にまげる運動 16


からだを前後にまげる運動 16


からだをねじる運動 16


腕を上下にのばす運動 16


からだを斜め下にまげ、胸をそらす運動 16


からだをまわす運動 16


両あしでとぶ運動 16


腕を振ってあしをまげのばす運動 16


深呼吸の運動 16








テーマ音楽(第一体操)





初代：1928年11月1日 - � HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/1946%E5%B9%B4" \o "1946年" �1946年�� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/4%E6%9C%8813%E6%97%A5" \o "4月13日" �4月13日� 


作曲：� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E4%BA%95%E7%9B%B4%E7%A7%8B" \o "福井直秋" �福井直秋�　『可愛い歌』　　。


2代目：1946年� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/4%E6%9C%8814%E6%97%A5" \o "4月14日" �4月14日� - � HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/1947%E5%B9%B4" \o "1947年" �1947年�� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/8%E6%9C%8831%E6%97%A5" \o "8月31日" �8月31日� 


作曲：� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%8D%E9%83%A8%E6%AD%A3" \o "服部正" �服部正�


3代目：1951年� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%886%E6%97%A5" \o "5月6日" �5月6日� - 


作曲：服部正

















みんなの体操(８科目)





多胡肇 （たご はじめ）…� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/1998%E5%B9%B4" \o "1998年" �1998年�4月 – 


西川佳克（にしかわ よしかつ）…� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/2001%E5%B9%B4" \o "2001年" �2001年�4月 – 


� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A1%E6%9C%AC%E7%BE%8E%E4%BD%B3" \o "岡本美佳" �岡本美佳�（おかもと みか）…� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/2003%E5%B9%B4" \o "2003年" �2003年�6月 –





江木理一（えぎ りいち）、佐々野利彦（ささの としひこ）、金井忠男（かない ただお）、上貞良江（かみさだ よしえ）、牧寿江（まき としえ）、紅林武男（くればやし たけお）、谷口均（たにぐち ひとし）、柳川英磨（やながわ ひでまろ）、葉狩哲朗（はがり てつろう）、馬場保（ばば たもつ）、青山敏彦（あおやま としひこ）、長野信一（ながの しんいち）、� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E7%94%B0%E5%AE%B9%E5%AD%90" \o "上田容子" �上田容子�（うえだ ようこ）、� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BC%AA%E5%B3%B6%E7%9B%B4%E5%B9%B8" \o "輪島直幸" �輪島直幸�（わじま なおゆき）、内田容子（うちだ ようこ。旧姓：佐藤）





現在





過去





みんなの体操(８科目)





手と腕の運動


胸の運動


上体ゆすり運動


首の運動


突き出し運動


足・腰の運動


腕と脚の運動


深呼吸








協賛団体


いつもご協力いただきありがとうございます。

















厨房設備　㈱厨房市場    代表　田中利幸


　　　　　　　　　　　　　　埼玉県越ケ谷市七左町　6-16-1


☎048-963-1118　 FAX048-963-1136　　　� HYPERLINK "URL:http://www.cyubo-ichiba.com" �URL:http://www.cyubo-ichiba.com�








（株）クローバー・ネットワーク・コム


東京都渋谷区初台1-34-14　初台TNビル


☎　03-5333-9680(代) FAX03-5333-9681


URL:http://www.clovernetwork.co.jp


代表取締役　長嶋克佳





神事のご相談は水天宮　平沼神社


相鉄線平沼駅（横浜駅より１つ目）


横浜市西区平沼2-8-20


☎　045-321-8895


宮司　　松橋基之





酔仙酒家


（石川町駅から中華街西門すぐ）


横浜市中区山下町216


☎045-681-6006FAX045-662-3719


代表　堀井壮一郎








建物管理・建築物清掃のご用命は


（株）サングーエーシー


本社：東京都品川区西五反田2-19-2 荒久ビル4F


☎　03-3493-3561 FAX 03-3493-3562


代表取締役　三宮邦男








�





ＫＳＶＢ事務所





〒２３１‐０００１　横浜市中区神港２‐２‐１　　


横浜ワールドポーターズ６階


電話・ＦＡＸ０４５‐６８１‐６９６０


Ｅメール：� HYPERLINK "mailto:ksvb@samba.ocn.ne.jp" �ksvb@samba.ocn.ne.jp�


ホームページＵＲＬ　   � HYPERLINK "http://ksvb.jimdo.com" �http://ksvb.jimdo.com�
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